
MOIS の皆さん、おはようございます。校長の関田です。 
８日間の秋休みを経て、今日から Semester２が始まります。Semester１の終業式では、

通知表の成績についてお話ししました。MOIS での成績は、過去を振り返り、現在の己を
知り、未来に向かって自分自身を磨き高めていくための資料だと、秋休みに時間があれば、
その通知表を活用して自分自身の生活や学習を振り返り、そこから Semester２の目標を掲
げてみるといい、と話しました。 
今日は、この皆さん自身の目標と関係が深い本校の「学校使命」についてお話しします。

スライドなどの資料は使いませんので、よく聞いて貰いたいと思います。 
本校の「学校使命」は次の通りです。「大宮国際中等教育学校は、よりよい世界を築くこ

とに貢献する地球人の育成を目指しています。そのため、学校生活のあらゆる機会を通し
て、未来の学力を備え国際的な視野を持つ生徒の育成を目指します。」 
 この使命は、校舎内のどこかに掲げてあるというものではありませんが、本校が開校す
る前に定められたものです。本校は「よりよい世界を築くことに貢献する地球人の育成」
のために開校し、ここで学ぶ皆さんに本校の学習を通して「未来の学力を備え国際的な視
野を持つ」人間に成長して貰いたいとの願いを込めたものです。若い世代の皆さんに、つ
まりまだ 17 歳に過ぎない１期生から、現在 12 歳の５期生という世代の皆さんに、必要な
力を着けていこうと考えて開校した学校が MOIS です。 
ところで、今朝の NHK ニュース「おはよう日本」の主なトピックは８つありましたが、

そのうちの５つが紛争など国際情勢に関わるものでした。 
１つめがイスラエルとパレスチナ自治区ガザ地区との戦闘行為についてで、既に両陣営

合わせて４千人もの人々が命を落としたと報じられています。中東でいきなり戦争が起こ
ったと思うかも知れませんが、中東戦争から続く紛争なので、歴史は長いです。その出来
事がどうして起こったのか、どういう経緯を経て、その後どう変わったのか、それを知っ
て未来に活かすのが「歴史」を学ぶ意義です。皆さん自身で調べてみてください。 
２つめがロシアによるウクライナ侵攻についてで、侵攻開始から 600 日が経った、とい

う内容でした。当初は、結果がどうなるかはともかく、半年ほどで終わるのではないかと
見られていた軍事侵攻が長引き、このまま来年２月を迎えると２年になります。ニュース
では、もはや「戦争の大義」が報じられることはなく、戦況を両国それぞれが優位だと主
張していると報じられていました。 
３つめは、そのロシアのプーチン大統領が中国の習近平国家主席との会談を前に、両国

の連携強化に意欲を見せているというものでした。 
４つめは国内のニュースで、５つめはミャンマーの内戦において混乱が続いている現状

についてで、中東やウクライナという遠方だけではなく、アジアにおいても戦乱の影響が
治まらない現状を伝えていました。 
６つめは日本における大きな国際問題である北朝鮮による拉致問題についてでした。拉

致被害者やその家族が、解決への一層の後押しを求めているというものでした。 
７つめと８つめは国内のニュースでした。 



月曜の朝の NHK ニュースの主なトピックに、これだけの国際紛争関係が並ぶというこ
とに私自身は驚きました。現在の世界情勢は、こんなことになっているということです。 
そして、本校の学校使命を見つめ直した時に、皆さんの成績とこうした国際問題とは決

して無関係では無いということです。先ほど、MOIS では「よりよい世界を築くことに貢
献する地球人の育成」のために「学校生活のあらゆる機会を通して、未来の学力を備え国
際的な視野を持つ生徒の育成」を目指しているとお話ししました。MOIS の学習活動はそ
うした目的で考えられ、皆さんにそのために有効な力を着けさせたいと、先生方が工夫し
て実践しているものです。ですから各教科の学習において、そうした力を皆さんがどれだ
け身に着けられたかを示す通知表の成績は、「よりよい世界の未来」に繋がっているのです。
皆さんが今日からの Semester２で目標を掲げる際に、このことを忘れないでください。 
自分自身の成績を振り返って立てる目標というと、ともすると次のステップである大学

進学にばかり目が向きがちですが、それは近い未来の一つのステップに過ぎません。本校
に入学した皆さんが見据える未来の目標は、「よりよい世界の構築」だと思っています。多
かれ少なかれ皆さん自身がそういう意識を持って入学し、育んでいると期待しています。
皆さんがこの先、社会に出てから様々な形で、たとい微々たる成果しか得られないとして
も、例えば 20 年後に１期生が 37 歳になった頃に、また 50 年後に５期生が 62 歳になった
頃に、皆さんの力によって、またその活動の影響によって、世界の情勢が少しでも良くな
っていくことを、私はずっと期待しています。 

MOIS の学習活動は、授業でも授業以外でも、皆さんが必要な力を身に着けられるよう
工夫したものばかりです。Semester２での皆さんの更なる取組に期待しています。お互い
に「切磋琢磨」しながら頑張っていきましょう。 


